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同UH
F
-

枠
恐
ろ
し
い
こ
と
は
あ
ち
ま

ぜ
ん
。
臨
品
削
倒
的
に
受
け
ら
れ
る

の
が
一
議
よ
い
わ
け
で
す
。

脈
絡
受
け
た
ガ
は
、
必
ず
4
e

年
も
時
腕
け
て
受
け
石
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

品W
出
申
し
込
み
方
仲
間

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
宅

問
然
、
社
師
陣
丹
隊
削
仰
な
ハ
ガ
キ

ま
た
は
後
滋
に
て
役
場
抑
体
的
措
衛

生
漆
に
由
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ハ
健
制
納
入
二
局
}
一
五
二
世
市
内

の
で
す
。
わ
た
し
が
、
学
誌
い
か

ら
出
掛
巾
て
も
、
い
つ
も
お
か
あ
守

さ
ん
は
市
識
に
い
ま
せ
ん
。
ぴ
主
…

う
い
ん
へ
克
ま
い
に
行
っ
て
い

9

る
め
で
す
。

び
ょ
う
い
ん
に
は
、
足
が
ほ

う
た
い
で
つ
つ
ま
れ
も
ま
つ
ば

づ
え
安
つ
か
っ
て
い
る
入
、
か

た
悶
此
が
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た

入
、
ベ
ッ
ト
に
つ
い
た
ま
ま
の

人
な
ど
た
く
話
ん
い
ま
し
た
。

と
な

9
の
お
に
い
き
ん
は
、

ギ
プ
見
を
活
れ
、
上
h
g
む
い
て

ベ
ッ
ト
で
ね
て
い
ま
し
た
。
ず

う
つ
と
に
沙
う
い
ん
し
て
い
た

の
で
惑
が
ほ
き
ほ
き
に
な
っ
て

い
ま
す
。
「
率
く
あ
る
け
る
よ

う
に
な
っ
て
宅
も
相
則
っ
た
ら
い

い
な
」
と
縫
い
ま
し
た
。

に
ん
な
じ
こ
の
た
め
に
、
市
本

の
人
も
わ
た
し
も
そ
れ
か
ら
み

ん
な
こ
ま
っ
て
い
ま
す
。
わ
た

し
た
も
も
交
透
き
そ
く
を
ま
も

ち
ま
ず
か
ら
、
車
を
う
ん
て
ん

ず
る
人
も
じ
こ
を
お
こ
さ
な
い

よ
う
に
、
交
日
議
長
そ
く
を
ま
も

っ
て
あ
ん
ぜ
ん
う
ん
て
ん
殺
し

て
く
だ
さ
い
。

毛占、
119 

月
二
十
四
世
ま
で

線
二
一
一
一
匂
数
〉

令
交
付
締
め
切
り

…
肉
月
一
…
十
四
日
日
(
'
氏
側
嶋
口
H
V

.
世
持
児
相
談

一
月
の
融
持
摘
ん
相
相
談
を
次
の
と

お
り
行
な
い
ま
す
。

め
十
二
時
布
佼
交
際
で
九
月
、

十
月
余
ま
れ
の
乳
児
、
午
後
一

斡
吋
か
ら
三
時
吋
ま
で

品
四
十
…
一
…
誌
や
綜
ト
…
育
学
総
で
九

月
、
十
汚
ゃ
ん
ま
れ
の
乳
児
、
午

後
一
吟
か
ら
一
二
時
時
ま
で

@
二
十
二
日
H

や
央
公
国
内
線
で
六

月
生
ま
れ
の
乳
児
、
午
藤
十
臨
吋

か
ら
渓
午
、
午
後
…
臨
吋
か
ら
一
一
一

時
ま
で

出
昭
二
十
一
一
一
呉
市
中
央
公
民
慾
で
九

丹
念
ま
れ
の
乳
児
、
午
総
十
時
吋

か
ら
正
午
‘
午
後
一
時
か
ら
一
一
一

時
ま
で

642 



(2) 

才
一
小
学
校
坊
音
校
舎
建
設
に

わ
け
で
す
。

さ
ら
に
、
遜
学
・
ず
る
機
会
も

交
適
時
務
繁
な
関
町
議
を
遜
ら
な

く
と
も
脱
税
授
で
き
る
児
童
、
も
多

く
な
る
も
の
主
忍
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
工
事
中
掛
間
近
の
ガ
に

は
な
に
か
と
ど
出
品
情
慰
安
か
け
る

か
と
忍
い
ま
ナ
d

炉
、
父
市
臥
ま
で

い
ま
し
ば
ら
く
ど
索
後
、
ど
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
綴
い
い
た

し
ま
す
。

殿
山
最
中
の
淡
市
部
ヤ
ナ
芳
一
小
学

校
々
必
然
依
然
州
側
壌
は
、
地
区
検

滋
後
料
開
会
、
柏
崎
主
mu
方
そ
の
金

協
期
的
引
な
と
協
力
に
よ
号
、
す
明
、

行
に
酷
京
地
の
議
成
広
務
、
途
勤
務

充
の
然
災
ス
事
に
務
手
し
て
お
h
ワ

ロ
ま
す
。

わ
川
水
は
け
の
よ
い
運
動
場
、
総

ー
る
い
鉄
筋
合
一
一
蹴
開
鴎
障
の
絞
府
刊
の

制
笑
漢
は
も
う
ま
じ
か
で
す
。

術
品
棋
柑
知
子
山
三
小
学
校
の
騒
音

l
p

仲W
泳
絞
麻
闘
の
建
設
は
、
間
陪
由
利
m
問

…
・
申
告
側
関
年
七
月
十
日
付
の
副
湾
総
総

一
許
制
軒
六
百
六
十
七
万
六
千
門
的

一
防
察
庁
認
紬
棋
院
刷
か
ら
浦
湖
比
百
に
よ

一
り
、
二
級
品
端
隊
〈
油
開
設
費
由
七

…
十
双
パ

i
セ
y
ト
補
助
〉
と
し

…
て
後
設
決
定
を
み
ま
し
た
。

加
し
か
し
、
こ
の
之
官
噺
に
後
端
ず

い
』
で
き
ま
し
た
と
主
は
、
新
敷
地

e

に
つ
い
て
利
叡
安
度
外
筏
し
て

t
船
内
数
努
の
た
め
に
ど
協
カ
を
く

あ
だ
さ
い
ま
し
た
地
主
各
伎
の
総

で
す
o
-

朗
報

鉄

筋

三

階

こ
の
ヱ
本
は
、
…
ニ
カ
年
総
統

楽
祭
勺
、
T

山
市
引
も
一
一
刻
に
分
か

れ
て
い
ま
し
て
、
一
郊
で
は
、

一
時
機
か
ら
三
時
間
ま
守
牧
民
満
潮
数
祭

主
給
食
怒
一
.
昨
帆
闘
川
銭
、
絞
拭
討
窓
{

機
紋
議
、
柑
協
淡
取
品
、
俊
一
敗
、
時
以

出
品
鏡
、
発
防
向
日
等
と
特
別
教
・
日
拐

の
う
ち
理
科
袋
、
音
楽
綴
が
絞

け
ら
れ
ま
す
。

。
刊
行

TLF
事
と
し
て
や
は
争
後
遜
教
室

と
終
総
数
塗
の
凶
工
室
、
同
閥
均
情

媛
、
家
庭
科
室
と
地
中
帥
綱
議
を
仙
掛

け
る
ζ
と
を
叫
刺
繍
し
て
お
れ
ツ
ま

す。
ま
氏
、
労
一
小
学
校
の
校
庭

も
鴻
閣
総
し
、
相
棋
院
晶
出
陣
も
設
け
ま

ず
。
噛
躍
動
場
は
、
一
段
品
怖
く
な

号
ま
す
が
、
広
く
な
争
、
日
当

事
も
よ
く
な
り
ま
す
の
守
、
今

ま
で
荊
り
よ
う
に
冬
に
な
る
と
霜

捻
が
立
っ
て
運
動
場
へ
口
記
念
総

み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
も
然
納
容
れ
ま
す
。

〈禁=三聖堂総務物言明3 一一一一一一一一政

校

舎

時
純
金
な
る
教
惨
め
説
明
と
し
て

や
し
分
の
な
い
、
ま
た
、
他
に

鮒
酬
を
み
な
い
新
校
舎
が
で
き
る

湖
設
会
西
小
・
中
建
設
工

増
築
の
第
閉
小
、
も

期
間
北
ム
ロ
西
小
学
校
、
期
州
北
台

中
学
校
v
h
づ
い
て
は
、
す
で
に

修
学
帯
十
月
一
日
か
ら
湖
北

小
・
灘
北
中
学
校
に
お
い
て
、

併
設
し
て
嗣
開
校
さ
れ
て
お
ち
ま

す
が
、
今
年
の
践
例
月
か
ら
は

組
制
絞
令
匂
綬
殺
が
行
な
わ
れ
ま

す。
百
例
ヤ
休
、
…
一
…
月
十
日
札
口
日
完
成
め

が
し
て
ゑ
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
緩

め
ら
れ
て
お
守
ま
す
O
H
M
-
窓枠拡

宅
公
団
潟
説
会
向
閥
均
は
、
%
だ

か
ら
入
院
柏
か
絞
ま
る
'
わ
け
で
す

が
、
制
削
作
仙
台
間
間
ふ
小
学
校
に
つ
い む

て
は
、
児
童
数
を
同
九

O
入、

十
二
学
級
を
悶
昂
吋
め
ん
明
、
‘
ヱ
幽
寓

九
、
説
。
〈
〉
叩

nnで
鉄
筋
)
一
一
描
相

殺
で
ず
が
、
数
抱
一
段
緩
二
閥
、

七
州
問
一
一
品
、
建
築
渓
植
樹
九
一
一

六
・
八
四
品
、
時
昨
雨
後
一
隊
八

八
出
向
・
…
一
七
品
、
日
…
蛾
m
八
七

一
・
一
一
一
ハ
〉
品
、
…
一
一
階
八
七
一
-

soe品
、
ま
た
尚
北
台
中
学
校

は
、
工
授
六
、
八

0
0万
円
で

敷
地
一
獄
後
一
…
七
、
七
州
問
八
品
、

建
築
制
山
抑
制
六
二
七
・
。
一
一
一
品
、

州
郎
総
統
…
鵬
捌
ム
ハ
一
一
一
・
玄
五
・
泊

二
融
問
中
ハ
ハ
〉
九
・
八
二
近
、
一
以
問

中ハハ
U
九
‘
八
二
品
で
す
。

ま
た
、
我
係
予
片
側
門
小
学
校

も
近
付
や
米
関
路
樹
臓
の
揃
哨
知
酬
に
よ

り
、
絞
殺
が
悶
ぬ
れ
ツ
ず
‘
プ
レ
ハ

ブ
教
慾
で
ゑ
携
を
L
の
い
で
き

ま
し
た
が
、
品
明
学
側
捌
か
ら
は
、

増
築
し
て
お
ち
ま
ナ
鉄
筋
校
合

で
授
梁
が
一
行
な
え
る
晃
一
滋
し
が

つ
き
ま
し
た
ω

政 j主の最長五完工事 j議行我孫子~， 1/)、学校

ヱ

業

統

乱

射

線

変

調
査
践
が
諮
問
問
の
際
に
は
ご
協
力
を

新築工場下滋む i拘1~と会中学校

問
削
和
刊
間
間
十
附
昨
年
十
一
一
月
七
ふ
U
H

務
夜
で
‘
T

よ
業
統
計
湘
例
措
品
川
か
一
行

な
わ
れ
ま
ナ
。

と
の
糊
制
緩
の
お
釣
は
、
製
造

機
郊
に
附
科
す
る
家
業
務
に
対
し
て

約
交
し
¥
生
産
の
た
め
に
俊
附
m

動
の
波
監
A

な
ど
に
つ

を
裁
縫
し
て
市
川
副
院
級
品
却
に
問
問
す

る
絵
日
本
的
資
れ
を
得
ょ
う
主
い

う
も
の
で
す
。

。
翻
査
の
方
法

十
二
月
下
勾
ぶ
義
務
数
回
別
に

対
し
て
、
淵
樹
液
品
H
H
か
繍
嗣
膏
同
制

を
削
除
如
叩
し
ま
L
た
が
、
一
月

中
和
刊
に
取
れ
ソ
集
め
ま
す
ο
e

A
V
簿
登
す
る
事
項

。
事
業
高
川
の
僚
的
約
材
中
渓
〈
一
般

十
怯
泳
、
名
称
、
級
料
品
抑
制
措
捕
、

資
本
金
、
モ
の
他
)

ハ
リ
品
刀
務
事
前
明
一
〈
従
業
員
数
、
鈴

与
盤
ザ
)

O
関
陣
材
料
、
燃
料
、
後
カ
の
山
肌

馬
断
制
及
び
都
常
災
後
絞
殺

。
絞
淡
路
、
附
胤
訪
れ
、
総
料
の

義
的
陣
判
明
及
び
制
粧
品
、
校
制
m
m
側

綴
。
間
内
定
出
周
波

。
制
叡
跡
制
叫
州
側
刑
法
w
v
w賄
h
H
制
打
、
製

滅
工
総

。
ヱ
数
回
出
水
及
び
工
場
一
同
開
法

議
官
宜
供
吋
刻
が
年
余
‘
銀
仏
矧
で

各
世
帯
掛
荒
波
に
と
っ
て
お
忙
し
い

事
と
怠
い
ま
ず
け
炉
、
議
官
京
高
丹
江
か

お
仰
い
し
ま
し
た
採
に
は
、
よ

ろ
じ
く
ど
協
力
く
だ
さ
い
ま
十

ょ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伊
藤
幹
雑
誌

殺
孫
子
町
教
時
終
世
官
級
員
会
委
員

災
だ
っ
た
伊
藤
森
品
田
氏
の
死
去 i語ヱ高野遂な君主主義子7!' 4小学去を

。
成
人
忠
告
の

感
想
文
樹
輸
銀

成
人
畿
の
芳
一
歩
を
祝
す
た

め
、
つ
ぎ
の
と
お
号
式
典
殺
行

な
い
ま
す
。

A
V
長
持
日
一
月
十
双
泊
料
ハ
災
人

の
昨
日
〉
午
約
十
時
三
十
分
か

糸
川
V

。
酬
明
一
妨
げ
我
孫
子
中
学
校
体
制
持

館
。
該
当
溺
日
間
関
山
耕
一
一
十
四
年
限

万
二
日
か
ら
二
十
五
年
間
悶
万

一
お
ま
で
の
問
闘
に
衛
生
し
た

者
な
お
、
一
月
筑
波
ま
で
に
通

知
の
な
い
中
み
は
、
お
手
数
で
す

が
、
後
綴
八
一
一
均
一
一
五
一
察

内
線
二
一
七
番
教
育
妥
員
会
役

会
教
育
係
ま
で
ど
漆
絡
く
だ
さ

さ

V

Oま
た
、
脇
閣
さ
ん
の
考
え
を
発

撤
科
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
つ
相
々

の
と
お
れ
ソ
感
胡
間
交
安
楽
飽
惜
し
て

お
号
室
す
。

窓
口
向
日
銭

出掛伸抑日耐臨時欄削用紙一一
γ
枚
程
変

儲
締
め
切
ち
口
一
月
十
日

送
れ
ツ
先
日
我
孫
子
一
、
八
双
入

教
育
委
員
会

事7¥
に
仲
什
い
、
家
昨
聞
に
な
っ
て
お

9

ま
し
た
教
育
委
員
会
餐
災
後
に

十
二
月
八
認
に
板
戸
一
一
、

O
七

一
帯
地
の
伊
後
幹
線
氏
が
選
長

さ
れ
ま
し
た
。

蹄
伊
制
服
品
付
岬
蝶
再
片
山
弘
、
品
開
科
医
の

か
た
わ
ら
故
伊
藤
泰
弘
制
緩
燃
料
収
何

時
に
は
、
割
削
委
員
長
mw
滋
後
に

お
ら
れ
た
カ
で
、
と
れ
か
ら
の

治
問
胞
が
鍛
待
客
れ
ま
す
。

口
議
家
募
金

畿
放
た
す
け
あ
い
募
金
に
次

の
関
体
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た。品
目
み
ど
り
恋
人
ク
?
ヅ
、
品
点
九

担
鯛
入
会
ご
H
淡
キ
開
け

@
材
棋
の
滞
納
崎
入
会
一
一
一
千
円

出

wZ持
品
目
聖
語
人
皇
子

一認可自由け

マ
危
後
物
窓
俊
者
試
験

関
山
相
附
間
十
問
問
年
度
片
↓
一
周
危

険
物
取
扱
主
祭
袋
総
数
念
行
な

い
ま
す
の
で
、
品
部
絞
殺
は
出
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

令
紳
訊
蜘
棋
の
甜
鴨
類

開T
緩
和
田
輪
開
物
取
拙
出
品
血
後
翁
紳
料

品蹴

a
h

号

乙
品
個
分
一
泌
氏
険
物
取
後
か

ら
乙
綴
芳
ふ
ハ
畑
淵
危
険
物
取
扱

没
後
者
数
脱
税

A
V
紋
験
E
持

昭
和
四
十
五
年
二
月
十
以
日

午
前
十
時
か
ら
反
午
ま
で

〈V
僻
制
緩
鵬
首
付
期
酷
問

緩
和
相
附
間
十
五
年
一
月
八
時
制
か

ら
一
月
十
六
日
ま
で

日
落
、
祭
自
な
除
〈
桜
u
H
午

前
八
時
吋
一
一
…
十
分
か
ら
午
後
短

時
間
間
十
滋
八
万
ま
で
(
た
だ
し

土
機
臼
H
M
午
抽
出
中
)
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